
武蔵野市立第三中学校同窓会のご案内

Ⅰ 同窓会設立の経緯及び活動状況について

同窓会は、昭和 28年（1953年）3月の第 1回生の卒業後、学校側によって「会員相互

の親和協力を図り、母校の発展を期する」を目的とし、校長（實方亀壽先生）を会長とし

て昭和 33年に設立され、総会の開催、会員名簿と同窓会新聞の発行がなされていま

したが、残念ながら当時の資料は残されていません。

その後、昭和 41年（1966年）に同窓会会長を卒業生から選出し、運営が学校側から

卒業生へと移譲されることになりました。同時に諸般の状況から会費が 100円から 300

円に改定され、現在に至っています。学校主導の周年行事の記録・資料は存在します

が、同窓会の運営については、たしかな資料がなく、その状況は不明です。

このように、同窓会の活動が休眠状態にあった平成 13年（2001年）に創立 50周年の

記念行事の実施にあたって、学校側から武蔵野市在住の卒業生有志に協力の要請が

あり、応急的に同年 9月 29日、創立 50周年記念式典・祝賀会行事に対応しました。

50周年行事の終了後、休眠状態の同窓会を再出発させるべく、平成 15年（2003年）

5月18日に総会を開催して新たな会則（同窓会→会則ページを参照してください）を制定

して現在に至っています。 同窓会の総会は、隔年の 5月に母校で開催されることと定

められています。

参考；総会開催の折のアトラクションの記録

平成 15年（2003） 講演「吉祥寺の移り変わり」：宮崎 勇氏（地元郷土研究者）

平成 17年（2005） ソーシャルダンスのエキシビション：

三森康弘氏（51回生）＆向笠有香さん

講話「地底の世界」：立原 弘氏（1回生）

平成 19年（2007） 落語：春風亭笑松氏（37回生）

平成 21年（2009） 講話「武蔵野の歴史」：中里崇亮師（延命寺〈武蔵野市八幡町〉住職）

平成 23年（2011） ジャズ演奏：武蔵野ジャズオーケストラ（同窓生・保護者在籍）

平成 25年（2013） 吹奏楽：武蔵野三中吹奏楽部

平成 27年（2015） マジックショー：

福島氏（8回生）、池内氏（9回生）、佐々木氏（26回生）

平成 29年（2017） 男声コーラス：メンネル・コスモ（同窓生）

令和 1年（2019） 「武蔵野昔話」：むさしの紙芝居一座（同窓生）

令和 5年（2023） 吹奏楽：武蔵野三中吹奏楽部


